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研究成果の概要（和文）：折口信夫（釈迢空）の未整理、未解読資料（國學院大學折口博士記念古代研究所旧蔵
資料）の整理・解読・分析・評価をおこないそのデータを蓄積、データベースで可視化した。これらを活用し
て、彼と同時代に関わった近現代文学者、とりわけ小説家、詩人、歌人たちとその作品について、資料学的研究
を進めることが可能となった。併せて、それら関係資料の収集も行った・近現代文学研究において現今急速に研
究が進み成果が発表されている周辺資料の掘り起こしによる昨品の新たな読みへの展開、草稿研究による折口信
夫作品の生成論的研究につなげた。
データベースは完成後逐次公開し、折口信夫旧蔵資料の学術的価値を広く開示、斯界の活用に資した。

研究成果の概要（英文）：We have organized, deciphered, analyzed, and evaluated the unorganized and 
unread materials of ORIGUCHI Nobuo (Shaku etc.) (materials formerly owned by the Kokugakuin 
University Dr. ORIGUCHI Memorial Institute for Ancient Studies), accumulated the data, and 
visualized them in a database. By using these materials, it will be possible to conduct archival 
research on modern and contemporary literary figures, especially novelists, poets, and poets who 
were involved with ORIGUCHI SINOBU and his contemporaries, and their works. The database will be 
used to develop new readings of the works of Nobuo ORIGUCHI through the excavation of peripheral 
materials, the results of which are now being rapidly studied and published in modern and 
contemporary literature research, and to conduct generative research on the works of ORIGUCHI Nobuo 
through draft studies.

研究分野：人文学

キーワード： 折口信夫旧蔵資料　調査・解読・整理　目録・データベース化　同時代研究

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現今の近代文学研究においては、作品の生成論的研究が近代文学研究の重要な手法として試みられ、そのために
草稿の持つ役割が改めて見直され、草稿研究が進展を見せているところである。しかし折口信夫の草稿群につい
ては、草稿研究はおろか草稿や手帳、受取書簡資料の全面的解読、さらには周辺資料の整理も行われていないの
が現状である。これら膨大な折口旧蔵資料の整理と解読、そしてそのデータベース化は、単に折口信夫研究だけ
でなく、同時代文学においても不可欠であり、完成に至らずとも社会的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
昨今近代文学研究においては、作歌の周辺資料を丹念に収集し、作品の読みを再度検討する研

究や、作品の生成過程を子細に分析して、作品そのものを多角的にとらえる草稿研究が盛んにな

ってきている。例えば前者では本研究の分担者である庄司達也による芥川龍之介においての仕

事、あるいは円本を中心とする出版メデイア戦略の研究など、また後者では戸松泉『複数のテク

ストへ-樋口一葉と草稿研究』など資料・草稿を駆使して多角的に作品に切り込んでいく研究が

成果を生み出している。そうした中、大正年間から昭和 28 年まで、研究だけではなく、同時代

文学にも深い影響力と発言力を持っていた折口信夫の書簡資料、周辺資料が整理分類され、分析

されること、そして研究資料として多くの研究者に活用されることは極めて重要なことである。 

また折口信夫旧蔵資料を整理解読分析することは、折口信夫が宗教学、民俗学、古典文学にも深

い造詣と研究業績を持っていたことを考えると、こうした広い研究分野に対しても極めて貴重

な情報を提供することになるだろう。 

そのことを前提にして、本申請課題は、最終的には折口信夫旧蔵資料の全貌解明を目指し、その

成果を、近現代文学はもとより、他分野を巻き込んだ研究の遡上に載せることを目指している。

研究代表者および分担者は、平成 26 年度から平成 28 年にかけて「折口信夫旧蔵資料の調査とそ

の評価を通じた同時代文学の資料学的研究」（基盤 C＝課題番号 26370258）の助成を受けて、こ

れら資料の整理と解読、評価分析を行い、その成果を学会等で発表してきた。 

しかしながら、その膨大にして複雑な資料を個別かつ詳細に整理分析することに多くの時間

を費やさざるをえず、平成 28 年 9 月までの整理分析・評価はまだ道半ばであるが、相応の成果

を蓄積することができた。当該科研費研究成果の状況は以下の通りである。 

（ⅰ）自筆原稿資料については、その表題と外形的な整理、大まかな内容に関しての分類を行い、

基本データベースを作成。（ⅱ）１万通を超える折口信夫受取書簡については、書簡の差出人、

発信年日時、書簡・はがきの別など外形的な情報については研究代表者によって基本データとし

て整理され、これらを軸としてデータベースの骨格が完成。（ⅲ）手帖・小型ノートについては

全容の把握は完了したが、個々の読み込みにはまだ時間を要すると思われ、これをおこなうこと

で、手帖・小型ノートが、同時代の近現代文学研究に果たす役割が十分に見えてくると考える。 

（ⅳ）年譜資料については、各資料の整理は完了。 

（ⅴ）については既に國學院大學博士記念古代研究所において目録が完成している。 

（ⅵ）については、研究代表者によってデータベース化が完了。 

こうした成果を踏まえ、解読・分析・評価がまだ完了していない資料について、その作業を進め
るとともに、完了したデータから入力を急ぎ、斯界の活用に資するデータの蓄積を行って行きた
い。 
 
２．研究の目的 
折口信夫（釈迢空）の未整理・未解読資料（國學院大學折口博士記念古代研究所旧蔵資料）の解

読・分析に加え、現存する多種の資料の解読と評価分析を行い、これらのデータをデータベース

等で可視化する。それらに基づいて折口信夫と関わった近現代文学者および同時代の作品の資

料学的研究をさらに推進する。こうした取り組みによって、日本近代文学研究において現今急速

に研究が推進され成果が出ている作品周辺資料の掘り起こしによる作品の新たな読みへの展開、

さらには草稿研究による折口作品の生成論的研究につなげることが可能となる。 
また、データベースは公開し斯界の活用に資するものとする。 
 



３．研究の方法 
多様に現存する「折口信夫旧蔵資料」の整理・解読・分析・評価を通じて、当該資料の重要性を

明らかにするとともに、それらの結果・成果を公開することで、いままで近現代文学、あるいは

宗教学などの他分野において活用されてこなかった折口信夫のあらたな言説や記述が、あるい

は事実関係が見出され、当該研究に格段の進歩をもたらす可能性が高い。そのための基礎的成果

を蓄積、提供する。 

 

４．研究成果 

・研究計画・手法 

「研究目的」と重複するが、折口信夫旧蔵資料は（ⅰ）自筆原稿を含めた原稿資料、（ⅱ）折口

信夫受取書簡資料、（ⅲ）手帖・小型ノートなどの手控え資料、（ⅳ）年譜関連資料、（ⅴ）諸コ

レクション、（ⅵ）折口文庫（旧蔵図書・雑誌）とに分類される。これら資料について、以下の

ような画・方法で研究を遂行する。 

平成 29 年度 

（ⅰ）自筆原稿資料については、その表題と外形的な整理、大まかな内容に関しての分類を行い、

基本データベースを最適化する。個別分析がまだ行われておらず、それら草稿が個々にどのレベ

ルの草稿であるについての分析を、すべての草稿において行う。 

（ⅱ）折口信夫受取書簡については、書簡の差出人、発信年日時、書簡・はがきの別など外形的

な情報についてはこれらをデータベースの骨格の中にコンテンツとして入れ込む作業を行う。 

（ⅲ）手帖・小型ノートについて読み込みを推進する。 

（ⅳ）年譜資料については、資料の最適化を行い、データベースに入力して構築する。 

（ⅵ）折口文庫（旧蔵の図書・雑誌）については、細部の確認・修正と分析を行う。 

上記年度ごとの成果を、適宜研究会を開催して共有するとともに、学会、報告会などで成果報告

する。 

平成 30 年度以降 

（ⅰ）断簡など作品が特定できていない自筆資料についてもできるだけ解読分析評価を行い、ど

の段階の草稿であるかを特定する。このことによって、未解読の断簡を除く「自筆資料データベ

ース」を完成させ、最適化する。これらを活用した研究を個々に行う。 

（ⅱ）手紙内容の分析、解読、整理。データベースの構築を行い、そのデータと書簡内容を解読

した結果をリンクして、研究者が活用できる段階にまで向上させる。 

（ⅲ）手帖・小型ノートについて読み込みを推進する。全文翻刻を行い、可視化する。 

（ⅳ）従前の年譜資料との突合を行いながら、年譜の改良に資するデータを蓄積、年譜の改良に

関する報告を行う。年譜資料データベースの概略版を完成させる。概略版には今後の新発見資料

を入力できる形を整える。 

（ⅵ）折口文庫（旧蔵の図書・雑誌）のデータベースを完成させる。 

上記成果を研究代表者、分担者が個々に報告し成果執筆する。また上記の成果を斯界に報告する
報告会を開催する。 
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〔雑誌論文〕　計13件（うち査読付論文　3件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　1件）

2019年

2019年

2019年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著
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日本経済新聞 42

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
庄司達也 42
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
庄司達也 68（８）
 １．著者名

音楽から出会う中原中也

中原中也記念館報 3-6

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし
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 ２．論文標題  ５．発行年
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
芥川龍之介展　「思惟」することを求める力

日本近代文学館 6

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
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 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
庄司達也 23
 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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無

 オープンアクセス  国際共著
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 ４．巻
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 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
二字の伏せ字　　戦時下での或る編集者の仕事

国文学言語と文芸 89-95

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
折口信夫宛献呈本の調査報告―室生犀星献呈本を中心に

日本文学論究 65-80

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
石川則夫・齋藤樹里 28
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
折口信夫の民俗・芸能調査

盛岡大学日本文学会誌 1-18

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
松本博明 33
 １．著者名
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 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

教養としての漢詩－島崎藤村「小諸なる古城のほとり」を巡って
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 ４．発表年

 ４．発表年
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有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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折口信夫、自著を献呈する
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